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け
で
な
く
、
中
台
の
関
係
も
微
妙

で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
お
約
束
の
よ

う
に
飛
翔
体
を
打
ち
上
げ
る
▼
岸

田
内
閣
は
米
の
核
の
傘
に
入
り
込

む
こ
と
で
安
心
・
安
全
な
傍
観
者

を
決
め
込
ん
で
い
る
が
、
果
た
し

て
核
の
傘
で
日
本
は
守
ら
れ
る
の

か
。
ロ
シ
ア
の
核
戦
争
も
辞
さ
な

い
姿
勢
は
心
底
恐
ろ
し
い
。
元
は

と
言
え
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
東
方
へ
拡

大
し
な
い
と
い
う
約
束
を
破
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
加
盟
の
動
き
に
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
西
欧
諸
国
が
同
調

し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
▼
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
世
界
各
国
に

向
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
演
説
を
行

い
、
メ
デ
ィ
ア
に
肯
定
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
英
雄
視
す
る
向
き
す

ら
あ
る
。
し
か
し
本
来
は
軍
事
力

に
よ
る
決
着
で
は
な
く
、
い
か
に

戦
闘
を
速
や
か
に
停
止
し
て
両
国

民
の
命
と
生
活
を
守
る
か
協
議
を

重
ね
、
世
界
に
は
そ
の
た
め
の
協

力
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
む
し
ろ
西
欧
諸
国
の
武
器
供

与
に
よ
っ
て
、
戦
闘
激
化
を
望
ん

で
い
る
よ
う
に
さ
え
映
る
▼
台
湾

危
機
も
、
ア
メ
リ
カ
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が

敗
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
米

国
の
「
不
沈
空
母
」
日
本
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
誠
に
危
う
く
、

特
攻
隊
基
地
に
な
り
か
ね
な
い
。

今
こ
そ
対
米
従
属
を
見
直
し
、
ア

ジ
ア
に
お
い
て
軍
事
同
盟
に
依
存

し
な
い
勢
力
を
構
築
す
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
の
上
で
憲
法
９

条
は
、
ア
ジ
ア
を
ま
と
め
、
米
中

露
の
仲
介
役
を
果
た
す
上
で
、
切

り
札
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

期
に
及
ん
で
対
米
従
属
の
姿
勢
を

崩
さ
な
い
日
本
政
府
を
見
る
と
、

今
夜
の
酒
も
不
味
く
な
る 

（
酔
）

　

世
界
情
勢
は
、
歴

史
に
残
る
よ
う
な
変

化
が
起
こ
っ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
だ

２０２２年(令和４年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２００２号（１）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

研
面
究 ４面保険診療のてびき
気血水（津液）について

３面審査対策部だより
2022（令和４）年度の指導・監査・適時調査

３.17国会要請行動
受診抑制招く２割負担中止を ２面

　

協
会
は
、
３
月
21
日
か
ら
県
下
各
地
で
、
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

を
開
催
。
各
支
部
の
役
員
な
ど
42
人
の
医
師
・
歯
科
医
師
が
講
師
を

務
め
た
。
医
科
は
14
会
場
に
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
１
２
２
３
人
、
歯

科
は
５
会
場
に
歯
科
医
師
ら
５
３
３
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
医
科
）
で

６
５
１
人
、
合
計
２
４
０
７
人
（
３
月
29
日
現
在
）
が
参
加
し
た
。

研
究
会
で
は
基
本
診
療
料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
75
歳
以
上
の
医
療

費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

　

研
究
会
の
冒
頭
で
は
協
会
役
員

が
診
療
報
酬
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
改
定
率
は
▲
０

・
94
％
と
５
回
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

と
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
過
去
に
な
い
受
診
抑
制
が
起
こ

っ
て
お
り
、
国
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
は

医
療
機
関
の
経
営
を
支
え
る
義
務

が
あ
る
と
説
明
。
安
心
・
安
全
の

医
療
の
た
め
に
は
、
政
府
は
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
と
患
者
窓

口
負
担
の
引
き
下
げ
が
重
要
で
あ

り
、
大
企
業
や
超
富
裕
層
が
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
す
れ
ば
、
財
源

を
確
保
で
き
る
と
解
説
し
た
。

　

参
加
者
に
「
75
歳
以
上
医
療
費

窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求
め
る

請
願
署
名
」
へ
の
協
力
を
訴
え
、

全
体
で
１
３
７
８
筆
が
集
ま
っ
た

（
３
月
29
日
現
在
）。

　

各
支
部
・
歯
科
部
会
役
員
が
講

師
を
務
め
、
医
科
で
は
リ
フ
ィ
ル

処
方
箋
の
導
入
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
導
入
、
入
院
基
本
料
の
要
件

の
厳
格
化
、
感
染
対
策
に
関
す
る

加
算
の
厳
格
化
な
ど
の
改
定
内
容

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
参
加
者

は
、
マ
ー
カ
ー
を
ひ
く
、
付
箋
を

貼
る
な
ど
し
て
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。
会
場
か
ら
は
不
妊
治
療
に

お
け
る
保
険
適
用
の
範
囲
な
ど
の

質
問
も
寄
せ
ら
れ
た
。

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」

根
本
解
決
遠
く

　

歯
科
で
は
、
初
・
再
診
料
は
３

点
の
引
き
上
げ
に
留
ま
り
、「
歯

初
診
」
施
設
基
準
に
新
た
な
研
修

項
目
の
追
加
、
医
科
の
主
治
医
と

の
連
携
促
進
で
総
合
医
療
管
理
加

算
の
施
設
基
準
が
廃
止
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
新
設
な
ど

解
説
し
た
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
で
歯
科
用
金
属
が
さ
ら
に
高
騰

し
、
逆
ザ
ヤ
状
態
が
拡
大
し
て
い

る
状
況
に
つ
い
て
は
今
回
の
ル
ー

ル
の
見
直
し
で
は
解
決
に
至
ら

ず
、
緊
急
改
善
を
保
団
連
と
し
て

国
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
な
か
の
診
療
報
酬
改

定
で
し
た
が
、
改
定
率
は
本
体
プ

ラ
ス
０
・
43
％
で
、
薬
価
等
を
含

め
た
全
体
マ
イ
ナ
ス
０
・
94
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
で
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
続
け
て

き
た
政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策
の

転
換
の
必
要
性
で
す
。
今
回
は
政

策
を
転
換
す
る
大
き
な
節
目
で
あ

っ
た
は
ず
な
の
に
こ
れ
ま
で
通
り

の
医
療
費
抑
制
を
続
け
る
、
ひ
ど

い
改
定
だ
と
思
い
ま
す
。
診
療
所

に
プ
ラ
ス
は
全
く
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

れ
ま
し
た
。

　

常
に
感
染
の
危
険
性
が
あ
り
、

非
常
に
大
き
い
ス
ト
レ
ス
に
晒
さ

れ
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
疑
い
の
患
者

さ
ん
の
診
察
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
導
線
や
診
療
時
間
を
分

け
、
防
護
具
を
用
意
す
る
な
ど
の

設
備
面
で
の
準
備
も
必
要
で
す
。

今
回
の
点
数
は
、
全
く
見
合
っ
て

お
ら
ず
、
正
直
、
馬
鹿
に
し
て
い

る
の
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

診
療
・
検
査
医
療
機
関
は
、
感

染
拡
大
で
従
来
の
医
療
提
供
体
制

が
ひ
っ
迫
し
、
開
業
医
に
診
察
を

担
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
定
め

ら
れ
た
は
ず
で
す
。
当
初
の
補
助

金
や
加
算
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
新
興
感
染
症
の

対
応
は
、
本
来
保
健
所
な
ど
の
公

衆
衛
生
の
体
制
強
化
が
必
要
で
す

が
、
政
府
の
対
応
は
場
当
た
り
的

で
、
結
局
、
医
療
費
抑
制
し
か
考

え
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
疑
い
患
者
を
診
て
い
な

い
医
療
機
関
も
感
染
防
止
対
策
は

実
施
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
の
評
価
が
全
く
な
く
な
っ
た
の

も
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　

今
次
改
定
内
容
に
つ
い
て
、
医

療
機
関
へ
の
影
響
を
聞
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
第
１
回
は
東
灘
区
・
口

分
田
玄
瑞
診
療
所
の
口
分
田
真
先

生
に
聞
い
た
。

患
者
負
担
引
き
上
げ
中
止
署
名
に
１
３
７
８
筆

県下各地で新点数研究会

コロナ禍コロナ禍で　で　
　の　のマイナス改定許さないマイナス改定許さない

神戸会場に234人が参加（３月24日、神戸文化ホール）

低医療費政策は転換すべきと
訴える口分田先生　　　　　

　

―
―
先
生
は
、
発

熱
等
診
療
・
検
査
医

療
機
関
の
指
定
を
受

け
、
コ
ロ
ナ
疑
い
患

者
の
診
察
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
今
次

改
定
で
は
、
そ
の
よ

う
な
医
療
機
関
へ
の

評
価
と
し
て
、
外
来

感
染
対
策
向
上
加
算

（
６
点
）
が
新
設
さ

春
の
組
織
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

春
の
組
織
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

組
織
部
長　
　

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

い
っ
そ
う
有
利
な
共
済
制
度

い
っ
そ
う
有
利
な
共
済
制
度

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

協
会
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
末

ま
で
「
春
の
組
織
強
化
月
間
」

「
共
済
制
度
募
集
」
に
取
り
組

み
、
会
員
数
７
７
５
０
人
の
達
成

を
め
ざ
し
ま
す
（
３
月
29
日
現
在

７
６
５
４
人
）。

　

２
０
２
２
年
診
療
報
酬
改
定

は
、
診
療
報
酬
全
体
で
０
・
94
％

の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。
本

体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
と
は
い

え
、
５
回
連
続
の
ネ
ッ
ト
マ
イ
ナ

ス
改
定
で
す
。「
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
」
の
導
入
、
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗

し
た
「
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
」
の
解
禁
、「
入
院
医
療
の

評
価
厳
格
化
」
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
混
乱
・
疲
弊

す
る
医
療
機
関
を
一
層
苦
し
め
る

も
の
で
す
。
歯
科
で
は
、
基
本
診

療
料
等
の
改
善
は
わ
ず
か
に
と
ど

ま
り
、「
金
パ
ラ
」
逆
ザ
ヤ
問
題

も
解
決
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で

す
。

　

さ
ら
に
、
10
月
か
ら
予
定
さ
れ

て
い
る
「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
化
」
は
、
受
診
抑
制

に
拍
車
を
か
け
、
医
療
機
関
経
営

を
一
層
厳
し
く
す
る
も
の
で
す
。

　

協
会
は
、
診
療
報
酬
の
不
合
理

是
正
と
抜
本
引
き
上
げ
を
求
め
、

患
者
窓
口
負
担
増
を
許
さ
ず
、
政

府
へ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
要
望
」
が
実
現

す
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。「
開

業
医
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
安

心
・
安
全
の
医
療
の
実
現
」
を
求

め
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
頼
り
に
な
り
役
に
立

つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
を
す
る
協

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
規
開

業
医
研
究
会
等
各
種
研
究
会
の
開

催
、
保
険
請
求
や
審
査
・
指
導
相

談
、
税
務
・
雇
用
・
開
業
相
談
、

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
剤
の
確
保
な

ど
、
会
員
の
身
近
な
要
求
に
も
応

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

共
済
制
度
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

加
入
も
利
用
も
増
え
て
い
る
休
業

保
障
制
度
に
つ
い
て
、
８
月
か
ら

入
院
免
責
ゼ
ロ
等
、
大
幅
に
制
度

を
改
善
し
ま
す
。
す
で
に
ご
加
入

の
方
に
も
こ
れ
か
ら
お
考
え
の
方

に
も
朗
報
で
す
。
定
評
の
あ
る
保

険
医
年
金
、
新
規
加
入
は
こ
の
時

期
だ
け
の
積
立
年
金
Ｄ
ｅ
ｆ
Ｌ

（
デ
フ
エ
ル
）、
１
億
２
千
万
円

の
大
型
保
障
を
実
現
し
た
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
保
険
、
割
安
の
自
動
車

・
火
災
保
険
を
初
め
と
し
た
損
害

保
険
他
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
協
会
事
業
が
、
み
な
さ
ま

の
期
待
に
応
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

知
り
合
い
の
開
業
医
、
勤
務
医
、

ご
子
弟
に
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ

い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春の共済制度募集春の共済制度募集
  好評受付中！好評受付中！
保険医年金＋積立年金DefL（デフエル）保険医年金＋積立年金DefL（デフエル）
グループ保険＋新グループ保険　休業保障制度＋所得補償保険グループ保険＋新グループ保険　休業保障制度＋所得補償保険

５・６面に折込案内５・６面に折込案内

２
０
２
２
改
定
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

医
科・診
療
所

新
型
コ
ロ
ナ
の
教
訓
生
か
さ
な
い

医
療
費
抑
制
継
続
に
失
望

東
灘
区　
　

口
分
田　

真
先
生
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東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
11
年

三
宮
・
元
町
で
宣
伝

３
・
17
国
会
要
請
行
動

患
者
の
管
理
に
際
し
て
眼
科
の
受

診
を
推
奨
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
歯
科
の
受
診
を
推
奨

す
る
こ
と
も
同
様
に
義
務
付
け
る

よ
う
に
要
求
を
し
て
は
ど
う
か
」

と
歯
科
の
重
要
性
を
強
調
し
、

「
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
、
医
科
は
５

％
か
ら
10
％
、
歯
科
は
10
％
か
ら

20
％
の
患
者
が
戻
っ
て
い
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
２
割
負
担
の
導
入

で
も
特
に
歯
科
は
減
る
だ
ろ
う
。

な
ん
と
し
て
も
止
め
た
い
」
と
語

っ
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
「
賃
上
げ
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
医
療
機
関

は
多
い
が
、
診
療
報
酬
は
マ
イ
ナ

ス
改
定
で
あ
り
賃
上
げ
が
で
き
る

状
況
に
な
い
」
と
改
め
て
診
療
報

酬
増
を
訴
え
た
。

　

山
下
議
員
に
対
し
て
は
、
川
西

副
理
事
長
が
改
め
て
75
歳
以
上
の

２
割
化
中
止
な
ど
を
要
請
。
山
下

議
員
は
「
コ
ロ
ナ
で
医
療
機
関
が

疲
弊
す
る
な
か
で
２
倍
化
は
許
し

が
た
い
。
ス
ト
ッ
プ
の
た
め
力
を

合
わ
せ
た
い
」
と
話
し
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
「
日
本
で
は

不
十
分
な
社
会
保
障
の
せ
い
で
老

後
の
経
済
的
な
不
安
か
ら
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
半
分
以
上
を
占
め
る
個
人
消

費
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
２
倍
化

が
強
行
さ
れ
れ
ば
さ
ら
に
経
済
が

落
ち
込
む
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

国
会
内
集
会

負
担
増
中
止
へ

１
万
５
千
筆
提
出

　

同
日
昼
に
は
、
参
議
院
議
員
会

館
で
保
団
連
が
「『
75
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
』
は
中

止
を
！
」
国
会
内
集
会
を
開
催
。

こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
１
万
５
０

０
０
筆
の
署
名
を
国
会
議
員
に
提

出
し
た
。
武
村
副
理
事
長
（
保
団

連
副
会
長
）
は
「
請
願
署
名
は
憲

法
16
条
の
権
利
の
行
使
で
あ
り
、

国
政
へ
の
要
望
を
国
民
か
ら
直
接

議
員
に
届
け
る
も
の
」
と
改
め
て

署
名
を
集
め
る
意
義
を
語
り
、

「
党
と
し
て
反
対
し
て
い
て
も
、

個
々
の
議
員
に
思
い
を
ぶ
つ
け
、

一
人
で
も
仲
間
を
増
や
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

集
会
で
は
川
西
副
理
事
長
が
フ

ロ
ア
発
言
。「
全
員
が
い
ず
れ
高

齢
者
に
な
り
社
会
的
弱
者
と
な

る
。
社
会
保
障
は
誰
に
と
っ
て
も

他
人
事
で
は
な
い
」「
こ
こ
で
止

め
な
け
れ
ば
ど
ん
ど
ん
対
象
は
拡

大
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
中
止
ま
で

持
っ
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

協
会
は
３
月
17
日
、
診
療
報
酬

の
不
合
理
是
正
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
の
充

実
、
75
歳
以
上
窓
口
負
担
２
倍
化

の
中
止
な
ど
を
求
め
て
、
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
。
武
村

義
人
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
が

参
加
し
、
吉
田
統
彦
（
立
憲
）・

山
下
芳
生
（
共
産
）
両
参
院
議
員

と
面
会
し
た
。

　

協
会
は
政
府
の
75
歳
以
上
の
患

者
窓
口
負
担
増
計
画
中
止
へ
、

「
２
割
化
中
止
を
求
め
る
請
願
署

名
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
３
月

３
日
に
は
、
加
藤
擁
一
副
理
事
長

が
ラ
ジ
オ
関
西
「
寺
谷
一
紀
と
！

い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ
う
！
」
内

「
医
療
知
ろ
う
！
」
コ
ー
ナ
ー
に

出
演
し
、
リ
ス
ナ
ー
に
署
名
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
当
日
の
放

送
内
容
を
紹
介
す
る
。

　

吉
田
議
員
と
の
面
会
に
は
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団

連
）
歯
科
代
表
の
宇
佐
美
宏
先
生

が
同
席
。
医
師
で
も
あ
る
吉
田
議

員
は
「
診
療
報
酬
上
で
は
糖
尿
病

安
全
保
障
上
も
危
険

原
発
は
廃
炉
に
す
べ
き

受
診
抑
制
招
く
２
割
負
担

中
止
を

窓
口
負
担
２
倍
化
中
止
へ

ラ
ジ
オ
関
西
で
訴
え

須
磨
区
・
歯
科　
　

加
藤　

擁
一

吉田議員（写真①右２人目）と山下議員（写真②
右）に要請する（写真①左から）川西、宇佐美、
（１人おいて）武村先生　　　　　　　　　　　

関電前で原発ゼロを訴える（右から）川西
敏雄先生と住友直幹先生、住友千代子氏　

ラジオでストップ負担増を訴える加藤先生（中央）

診
療
報
酬
引
き
上
げ
と
合
わ
せ
て
患
者
負
担

引
き
下
げ
を
求
め
て
い
る　
　
　
　
　
　
　

75歳以上・負担
２倍化ストップ！

　

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負

担
を
２
割
に
す
る
と
い
う
法
律

が
、
昨
年
６
月
国
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
強
く
反
対
し

ま
し
た
が
、
与
党
に
加
え
て
、
残

念
で
す
が
野
党
の
一
部
（
維
新
の

が
、
現
役
並
み
所

得
と
言
わ
れ
る
人

に
は
、
３
割
負
担

の
方
も
い
ま
す
。

新
た
に
２
割
負
担

を
加
え
て
三
つ
の

区
分
と
す
る
と
非

会
、
国
民
民
主
党
）
も
賛
成
し
て

通
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
政
府
は

今
年
の
10
月
１
日
か
ら
実
施
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　

負
担
増
の
中
身
は
、
単
身
世
帯

は
年
金
を
含
め
て
年
収
２
０
０
万

円
以
上
、
２
人
世
帯
で
は
合
計
３

２
０
万
円
以
上
が
対
象
で
す
。
２

割
負
担
と
な
る
の
は
75
歳
以
上
の

方
々
の
約
20
％
で
約
３
７
０
万
人

で
す
。
２
割
負
担
の
対
象
者
は
、

今
後
は
国
会
審
議
を
せ
ず
に
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
将
来

は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
２
割
負

担
」
に
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
75
歳
以
上
の
患
者
さ
ん

の
大
半
は
窓
口
負
担
が
１
割
で
す

常
に
や
や
こ
し
い
制
度
と
な
り
、

医
療
機
関
も
大
変
で
す
。

　

負
担
増
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

病
院
に
行
く
の
を
や
め
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。「
１
割
か
ら
２
割

に
」
と
言
っ
て
も
、
負
担
は
倍
と

い
う
こ
と
で
す
。
年
収
２
０
０
万

円
と
い
っ
て
も
、
最
近
の
相
次
ぐ

生
活
必
需
品
の
値
上
げ
で
国
民
の

生
活
は
苦
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
高
齢
に
な
れ
ば
病

気
も
増
え
、
暮
ら
し
の
中
の
医
療

費
の
比
重
が
増
え
ま
す
。
家
計
に

占
め
る
医
療
費
窓
口
負
担
の
比
率

は
、
30
歳
代
は
約
１
％
で
す
が
、

75
〜
79
歳
で
は
約
４
％
、
85
歳
以

上
で
は
約
６
％
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
、
約
３
割
の
高
齢
者
が
、
窓
口

負
担
が
倍
に
な
れ
ば
、「
受
診
す

る
科
を
減
ら
す
、
通
院
回
数
を
減

ら
す
、
薬
の
飲
み
方
を
自
分
で
調

整
す
る
」
な
ど
と
答
え
て
い
ま

す
。
慢
性
疾
患
の
治
療
を
中
断
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
か
ら
11
年
を
迎

え
た
３
月
11
日
、
原
発
を
な
く
し

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
兵

庫
の
会
は
、
神
戸
大
丸
前
で
メ
モ

リ
ア
ル
宣
伝
を
実
施
。
川
西
敏
雄

・
武
村
義
人
両
副
理
事
長
と
、
住

友
直
幹
評
議
員
が
参
加
し
た
。

　

宣
伝
で
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
内
に
侵
攻
し
原
発
を
攻

撃
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

日
本
国
内
の
原
発
の
廃
炉
を
求
め

る
署
名
に
加
え
、
侵
攻
に
つ
い
て

駐
日
ロ
シ
ア
大
使
館
へ
抗
議
す
る

一
言
を
添
え
た
ハ
ガ
キ
の
郵
送
に

協
力
す
る
よ
う
市
民
に
呼
び
掛
け

た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
「
事
故
か
ら

11
年
が
経
つ
が
、
い
ま
だ
に
事
態

は
全
く
収
束
し
て
い
な
い
。
さ
ら

に
今
後
、
老
朽
化
原
発
を
再
稼
働

し
て
い
く
こ
と
が
狙
わ
れ
て
い

る
」
と
、
危
険
性
を
訴
え
た
。
川

西
副
理
事
長
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

明
ら
か
な
よ
う
に
、
原
発
は
攻
撃

さ
れ
る
と
非
常
に
危
険
だ
。
安
全

保
障
上
も
廃
炉
し
か
な
い
」
と
、

署
名
へ
の
協
力
を
市
民
に
呼
び
掛

け
た
。

　

―
―
処
方
箋
を
繰
り
返
し
て
利

用
で
き
る
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

医
学
的
な
必
要
性
が
全
く
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
病
状
の
経
過
観
察

に
は
少
な
く
と
も
１
カ
月
に
１
度

進
す
る
よ
う
な
政
策
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

―
―
コ
ロ
ナ
特
例
と
し
て
導
入

さ
れ
た
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

診
察
の
際
、
患
者
さ
ん
の
待
合

室
で
の
様
子
や
診
察
室
に
入
っ
て

く
る
歩
き
方
、
表
情
の
変
化
な

ど
、
得
ら
れ
る
情
報
を
す
べ
て
集

約
し
診
断
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と

な
る
と
で
き
る
の
は
問
診
く
ら
い

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
初
診
か

ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
は
特
に
リ
ス
ク

が
高
く
、
そ
こ
ま
で
の
リ
ス
ク
を

冒
し
て
行
う
必
要
が
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

―
―
他
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
保
険
証
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
活
用
時

の
加
算
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
加
算
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
を
推
進
し
よ

　

宣
伝
後
に
は
、
毎
週
金
曜
日
に

関
西
電
力
神
戸
営
業
所
前
で
実
施

し
て
い
る
抗
議
行
動
に
参
加
。
参

加
者
ら
は
11
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
振
り
返

　

し
か
し
、
負
担
増
を
実
施
す
る

か
は
、
政
府
の
判
断
に
な
り
ま
す

の
で
、
国
民
の
反
対
の
声
が
強
け

れ
ば
実
施
を
中
止
・
延
期
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
０
０
８
年

の
70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
２
割
化

時
は
、
選
挙
で
も
自
民
党
が
厳
し

い
批
判
を
浴
び
、
法
律
が
で
き
て

か
ら
６
年
間
実
施
を
凍
結
さ
せ
ま

し
た
。

　

協
会
は
、「
２
割
化
中
止
を
求

め
る
請
願
書
名
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
医
療
機
関
の
待
合
室
で

見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
一
筆
お
願
い

し
ま
す
。
若
い
世
代
の
方
々
も
、

い
ず
れ
は
年
を
取
り
ま
す
。「
自

分
た
ち
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ

ず
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
身

近
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
世
の
中

を
目
指
し
て
、
署
名
を
訴
え
て
い

ま
す
。
今
年
の
夏
に
は
参
議
院
選

挙
も
あ
り
ま
す
。
政
治
家
も
国
民

の
声
に
は
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
２
割
化
ス
ト

ッ
プ
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

●①

●②

２
０
２
２
改
定
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

受
診
抑
制
を
進
め
る

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

う
と
い
う
政
府
の
狙
い
が
あ
か
ら

さ
ま
で
す
。
医
療
機
関
に
と
っ
て

は
わ
ず
か
な
加
算
の
一
方
で
、
シ

ス
テ
ム
の
維
持
費
が
大
き
な
負
担

で
す
。
こ
の
政
策
は
結
局
、
病
歴

や
健
診
記
録
な
ど
の
個
人
情
報
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け

し
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
す

こ
と
で
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

最
後
に
気
に
な
る
の
は
、
後
発

医
薬
品
の
供
給
不
足
が
続
き
、
現

在
は
先
発
品
も
品
薄
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
大
手
製
薬
メ

ー
カ
ー
の
新
薬
の
薬
価
を
高
止
ま

り
さ
せ
る
一
方
で
、
後
発
品
利
用

の
推
進
を
急
速
に
進
め
た
こ
と

が
、
質
を
維
持
で
き
な
い
ほ
ど
薬

価
を
抑
え
た
背
景
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
見
直
し
、
薬
の
質

と
供
給
量
を
担
保
で
き
る
だ
け
の

薬
価
に
す
る
べ
き
で
す
。

り
な
が
ら
、
改
め
て
原
発

ゼ
ロ
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
三
宮
・
マ
ル

イ
前
に
移
動
し
、
メ
モ
リ

ア
ル
宣
伝
「
３
・
11
神
戸

か
ら
の
祈
り
」
に
参
加
。

住
友
評
議
員
は
マ
イ
ク
を

握
り
、
こ
れ
ま
で
行
動
を

続
け
て
き
た
参
加
者
を
励

ま
す
と
と
も
に
、
原
発
廃

止
を
訴
え
る
自
作
の
替
え

歌
を
交
え
つ
つ
、
改
め
て

日
本
国
内
の
原
発
の
即
時

廃
炉
を
訴
え
た
。

は
診
察
が
必
要
で
す
。

自
覚
症
状
が
な
く
て
も

病
態
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
受
診
抑
制

や
長
期
処
方
希
望
の
患

者
さ
ん
が
増
え
て
お

り
、
健
康
悪
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
ま
す
。
む
し
ろ
受
診

を
呼
び
か
け
る
べ
き
な

の
に
、
受
診
抑
制
を
推

東
灘
区　
　

口
分
田　

真
先
生



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２２年(令和４年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２００２号

2022（令和４）年度の
指導・監査・適時調査

　厚労省は１月25日付で、2022（令和４）年度の指導
や監査等の方針を地方厚生局へ通知した。個別指導や
新規個別指導は実施する予定だが、高点数による個別
指導は実施しない。新型コロナ感染症対策も踏まえ
「必要に応じて指導時間の短縮等を考慮すること」と
している。なお、「都道府県知事による移動、外出自
粛要請が出された際には、これまでと同様に実施を見
合わせる等、地域の実情を十分考慮すること」「新型
コロナウイルス感染症の拡大状況によっては2022年度
の計画未達成もやむを得ないこととする」としている
ことから、2021年度同様、感染拡大状況によっては指
導を延期する可能性もある。
　地方厚生局へ通知した2022年度の指導等の方針は以
下の通り。
①個別指導
　実施する。ただし高点数の保険医療機関等に対する
個別指導は実施しない。

②新規個別指導
　実施する。2020年度、2021年度の未実施分について
は2022年度中の解消に努める。
③集団的個別指導
　集合形式により実施する（感染状況により資料配
布、動画配信も可）。2022年度に集団的個別指導を受
けた医療機関等について、指導大綱等に規定する選定
基準に該当する場合は、2024年度に高点数を理由とす
る個別指導の対象とするが、実施にあたっては2023年
度の状況を見極めた上で実施の可否を判断する。
④集団指導
　実施する。ｅラーニングによる実施を原則とするが
地域の実情に応じ集合形式での開催も可能とする。
⑤監査
　実施する。
⑥適時調査
　実地での調査を実施する。返還事案が発生した場合
の遡及は、原則自己点検を行った2021年７月以降を対
象とする。自己点検で否となった場合や、基準を満た
していない場合等、自己点検報告が虚偽であることが
判明した場合は事実に基づいて返還を求める。

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

「
お
も
て
な
し
」の
国
、日
本
？

入
管
収
容
者
が
語
る
こ
の
国
の「
偽
り
の
共
生
」

３
回
目
接
種
へ
の
疑
問

国
際
部
長　
　

水
間　

美
宏

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

　

昨
年
、
名
古
屋
の
入
管
に
収
容

中
の
ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
が
適
切
な

医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
日
本
に
は
名
古
屋
の
ほ

か
、
大
村
（
長
崎
）、
牛
久
（
茨

城
）
な
ど
に
外
国
人
収
容
所
が
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で

お
世
話
に
な
っ
た
順
天
堂
大
学
大

学
院
の
武
田
裕
子
先
生
か
ら
こ
の

映
画
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
友
人
の
ト
ー
マ
ス
・
ア

ッ
シ
ュ
さ
ん
は
、
教
会
の
友
人
に

誘
わ
れ
面
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
「
牛
久
」
を
訪
れ
、
人
権
侵
害

の
実
態
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

目
撃
者
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
牛
久
」

を
作
り
、
次
の
よ
う
な
生
の
声
を

伝
え
ま
し
た
。

　

「
僕
は
ま
だ
新
米
。
入
っ
て
か

ら
２
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

４
、
５
年
い
る
人
が
多
い
」「
こ

こ
で
は
１
人
は
死
ん
だ
ね
。
頭
痛

い
、
痛
い
、
痛
い
と
言
っ
て
。
先

生
た
ち
は
う
る
さ
い
な
、
ち
ょ
っ

と
痛
み
止
め
飲
ん
だ
ら
い
い
と
言

っ
た
ら
、
朝
に
は
死
ん
だ
」「
こ

の
人
生
い
ら
な
い
、
毎
日
毎
日
同

じ
」

　

２
０
１
９
年
に
日
本
に
保
護
を

求
め
た
１
万
５
５
０
５
人
の
う
ち

難
民
と
認
定
さ
れ
た
の
は
44
人

（
認
定
率
０
・
３
％
）
だ
け
で
、

カ
ナ
ダ
２
万
７
１
６
８
人
（
同
51

％
）、
イ
ギ
リ
ス
１
万
６
５
１
６

人
（
同
40
％
）
な
ど
に
比
べ
極
端

に
低
い
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

難
民
認
定
さ
れ
な
い
と
強
制
送

還
さ
れ
た
り
入
管
に
収
容
さ
れ
た

り
し
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
の
収

容
者
は
全
国
で
１
２
５
３
人
、

「
牛
久
」
の
収
容
者
は
３
１
６
人

で
６
カ
月
以
上
が
３
０
１
人
で
し

た
。
国
会
で
法
相
は
「
送
還
を
忌

避
す
る
も
の
が
多
数
に
上
り
、
そ

れ
に
伴
い
入
管
収
容
施
設
の
収
容

が
長
期
化
し
て
い
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
が
、「
長
期
収
容
者
の
皆

さ
ん
は
帰
ら
な
い
の
で
は
な
く
帰

れ
な
い
人
た
ち
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
迫
害
を
受
け
る
な
ど
の
理
由
で

帰
れ
な
い
人
」
と
反
論
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

映
画
で
「
口
外
し
な
い
よ
う
に

殺
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配

で
」「
で
も
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
必
要
だ
と
思
う
」「
映
画

や
る
ん
だ
っ
た
ら
私
の
顔
見
せ
て

ね
、
も
ち
ろ
ん
名
前
も
言
っ
て

ね
」
と
訴
え
る
人
た
ち
の
声
を
聞

い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

関
西
で
の
上
映
は
、
京
都
で
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
大
阪
の
第
七

藝
術
劇
場
で
４
月
２
日
か
ら
、
神

戸
の
元
町
映
画
館
で
も
近
日
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
を
積
極
的
に
す
す

め
て
い
ま
す
か
？　

３
月
18
日
現

在
、
私
は
３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
、
週
に
２
日
、
平
均
20
名

く
ら
い
接
種
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
国
か
ら

の
説
明
と
し
て
、
昨
年
の
夏
で
は

「
感
染
を
95
％
回
避
で
き
る
」、

そ
の
後
は
「
重
症
化
を
回
避
で
き

る
」、
そ
し
て
最
近
で
は
「
入
院

期
間
を
短
く
で
き
る
」
と
、
か
な

り
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
し
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
感
染
や
重
症
化
回

避
に
関
し
て
は
根
拠
が
な
く
な
っ

映
画
「
牛
久
」
紹
介

ホイホイ漫画㉙
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

員員

稿稿

会

投

クイズ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

当
院
で
は
発
熱
外
来
を
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
通
院
中
の
患
者
さ
ん

自
身
や
そ
の
家
族
が
新
型
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た
と
い
う
事
例
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報

か
ら
は
、
２
回
の
接
種
が
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
対
し
て
効
果
が
あ
っ
た

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
３
回
目
接
種

を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
感
染
し

た
医
療
従
事
者
が
多
い
こ
と
も
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　

１
、
２
回
目
の
接
種
が
行
わ
れ

た
昨
年
の
夏
で
は
、
高
齢
者
に
お

け
る
ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予
防
効
果

を
個
人
と
し
て
体
感
し
ま
し
た

が
、
第
６
波
で
あ
る
今
回
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
効
果
が
あ
っ
た
と
い

う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

副
反
応
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
耳

に
入
っ
て
く
る
の
は
、
経
験
が
な

い
よ
う
な
ひ
ど
い
頭
痛
や
、
高
度

の
下
痢
で
入
院
し
た
と
い
う
話
で

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

若
者
で
も
、
症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
程
度
の
よ
う
で
す
。
高
齢
者

で
は
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
人
が
少

な
い
の
で
比
較
は
難
し
い
で
す

が
、
２
回
の
接
種
済
み
の
人
は
接

種
し
て
い
な
い
人
に
比
し
て
感
染

し
て
も
症
状
が
軽
い
の
で
し
ょ
う

か
？　

少
な
く
と
も
基
礎
疾
患
が

な
け
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し

な
く
と
も
軽
症
止
ま
り
が
大
多
数

と
想
像
い
た
し
ま
す
。

　

効
果
は
、
統
計
学
的
に
は
有
意

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
接
種
を
進

め
る
に
は
、
効
果
を
体
感
す
る
こ

と
が
、
医
療
者
に
も
、
一
般
国
民

に
も
必
要
で
す
。
私
自
身
、
患
者

さ
ん
に
説
明
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
推

奨
す
る
気
持
ち
が
１
、
２
回
目
と

異
な
り
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
ま

す
。

医科保険請求

〈新型コロナ感染症に係る診療報酬上の取扱い〉
Ｑ１　「診療・検査医療機関」として
兵庫県から指定され、その旨が公表さ
れている保険医療機関において、その
診療・検査対応時間内に、新型コロナ
ウイルス感染症であることが疑われる
患者に対し、必要な感染予防策を講じ
た上で外来診療を実施した場合に、二
類感染症患者入院診療加算（250点）
を算定できるとされていたが、４月以
降も算定できるのか。
Ａ１　当初は今年の３月31日までの措
置とされていましたが、７月31日まで
引き続き算定できることとされまし
た。
Ｑ２　自宅・宿泊療養を行っている者
に対して、重点措置を実施すべき区域
として公示された区域を含む都道府県
に所在する保険医療機関であって、保
健所等から健康観察に係る委託を受け
ているものまたは「診療・検査医療機

関」として兵庫県から指定され、その
旨が公表されている医師が、電話や情
報通信機器を用いて新型コロナウイル
ス感染症に係る診療を行った場合、二
類感染症患者入院診療加算の２倍の点
数（500点）を算定できるとされてい
たが、まん延防止等重点措置解除後は
算定できないのか。
Ａ２　兵庫県などこれまで算定してい
た地域では、今年の４月30日まで引き
続き算定できることとされました。
Ｑ３　新型コロナウイルス感染症の行
政検査について、４月１日以降の点数
に変更があるのか。
Ａ３　SARS-CoV-２核酸検出（検査委
託）およびSARS-CoV-２・インフルエ
ンザ核酸同時検出（検査委託）につい
て、当初は４月以降700点の予定でし
たが、下表の通り変更されました。

検査項目 ３月末まで ４月１日～
６月末まで ７月～

SARS-CoV-２核酸検出（検査委託） 1,350点 850点 700点
SARS-CoV-２核酸検出（検査委託以外） 700点 700点 700点
SARS-CoV-２・インフルエンザ核酸同時検出（検査委託） 1,350点 850点 700点
SARS-CoV-２・インフルエンザ核酸同時検出
（検査委託以外） 700点 700点 700点

SARS-CoV-２抗原検出（定性） 300点 300点 300点
SARS-CoV-２抗原検出（定量） 560点 560点 560点
SARS-CoV-２・インフルエンザウイルス抗原同時検出
（定性） 420点 420点 420点
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－741－ 東大阪市・小阪医院　　曺　　桂植先生講演

気血水（津液）について

図１　気血津液の生成 図２　気血津液の異常

図３　気血津液の臓腑弁証

はじめに
　人が生存するためには先天の精
（両親から受け継いだ物）、後天の
精（地上の精、天空の清気、睡眠）
が必要です。気血津液は後天の精に
属します。なかでも、重要なのは睡
眠で、睡眠中に、体は正常細胞の再
生、異形細胞（癌細胞の元）の駆
除、体の成長、さらに腎陰の補充が
行われています。細胞の新生は約１
カ月、血液は約３カ月で生まれ変わ
ります。

気の生理
　気は生理機能を五臓に分けて検討
します。
　①腎気は温煦作用によって腎陰を
温め、全身に巡らせ、臓腑に栄養と
潤い（虚熱の鎮静）を与えます。ま
た、回収された津液を気化して清と
濁に分け、濁は尿として排出しま
す。腎陽は全身の陽気の元となり、
臓腑に真陽を付与します。腎は“先
天の本”と言われます。
　②脾気は地上の精より“水穀の精
微”を胃腸から吸収（運化作用）し
て、昇清作用により肝に受け渡しま
す。脾は“後天の本”と言われま
す。
　③肝気は発揚作用により、脾から
受け取った“水穀の精微”を肺に運
び入れます。また、肝気は肺との協
調で発汗の調節を行っています。さ
らに、肝気は肺において上昇から下
降性に変換して、肝の疏泄作用が心
の推動作用と協調して、“巡る物”
を全身全細胞に搬送します。
　④肺気は天空の清気を取り込み
“水穀の精微”を気、血に完成させ
ます（図１）。肺は肝の発揚作用と
協調して発汗し、体温の調節、表層
の防衛機能を果たしています。肺気
は上昇（宣散）から下降性（粛降）
に変換して、気血を下降性に全身に
搬送します。
　⑤心気は推動作用により肝の疏泄
作用と協調して“巡る物”を全身全
細胞に搬送します。心は神を司り、
記憶、学習などに関係し、意識状
態、睡眠、随意運動を司ります。

血の生理
　血は人体機能の根源です。
　①血の活動作用：血の供給によっ
て臓腑機能は活性化されます。素問
では“目は血を受けて良く視、足は
血を受けてよく歩き、掌は血を受け
てよく握り、指は血を受けてよく摂
す”と表現され、いずれも血を配分
する肝の臓血作用に属する機能で
す。人体機能は血を根源として活動
を生じています。
　②血の鎮静作用：心の活動主体で
ある“神”は心血の中に納まるとさ
れています。従って、睡眠、記憶、
意識などの神の機能は心血が十分に
満たされることで初めて安寧に機能
します。心血が不足する状態では、
イライラ、煩燥、不寧や夜間の不
眠、多夢などの動的（邪陽、虚陽）
な病態を生じます。心は君主の官で
あり、心は活動することを主として
います。血は心における活動を支え
るための養分としての機能よりも、
心の興奮状態に対して鎮静、抑制に
働きます。

津液の生理
　津液は腎、脾によって生成され、
脾、肺、腎の働きによって津液を全
身に搬送しています。
　①脾は津液を生成し、脾の失調に
よって津液の巡りが悪くなり、痰飲
を形成します。“諸湿腫満は皆脾に
属す”、“脾は生痰の臓”、“肺は貯痰

分泌し、大腸にて津液を回収し、腎
に戻されます。
　③腎は回収された津液を清濁に分
け、濁は尿として排出し、清は腎陰
とともに腎の温煦作用によって脾に
搬送し、脾によって新生された津液
と共に全身へ搬送されます。

結語
　東洋医学的病態生理では、（Ⅰ）
気、血、津液は異常な状態になる
と、①気は気虚、気逆、気滞、鬱結
がみられます。②血は血虚、瘀血が
みられ、③津液は陰虚、痰飲の異常
な病態としの症状を表します（図
２）。
　（Ⅱ）五臓は気血津液の異常によ
って、①腎は腎陽虚、腎陰虚、肝腎
陰虚証、②脾は脾気下陥証、脾気
虚、寒湿困脾、肝脾不和、③肝は肝

の臓”と言われて
います。
　②肺は宣散によ
って津液を衛気と
共に表層への不感
蒸発、 発汗、 涙
腺、唾液腺、呼気
に含まれる水蒸
気、気道粘膜の湿
潤として外向きに
運ばれます。 ま
た、内向きには肺
の粛降、肝の疏泄
作用によって臓腑
を滋潤、潤養し、
裏層には胃液、胆
汁、膵液、腸液を

気鬱血、肝血凝滞、肝血虚、肝陽上
亢、肝風内動、肝火上炎、④肺は肺
気不調、肺陰虚、⑤心は心血虚、心
陰虚、心脾両虚等の病態を呈しま
す。以上のように、五臓における
気、血、津液の異常（過剰、不足）
から出現する症状を検討、分析する
ことによって、治療の方法が明確に
なります（図３）。
（2021年10月23日、薬科部漢方研究
会より）
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